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 私は, 生検によってえられた大腸 粘膜 を用いて, 過敏大 腸症, 潰瘍性大腸炎, 大腸ポリープ, 沿
 よび大腸癌の病態を知る日的で, alka h ne phosphatase(ALP), add phosp h-
atase(ACP ), adenosine trlphosphata se(ATPase ), succina te deh-
 yd roge n'a se (SDH ), 1ac tate dehydrogenase(LDH・), むよび NADH dehyd-
 rogeロase(NADH-d) の各酵素組橡化学的研究を行なった。
 検査対象:検査 の対象は, 昭和39年 8月 より昭和47年 11月までの 8年 4ヵ月間に東北大学
 医学部山形内科 を訪れた外来語よぴ入院患者11 6例て, 過敏大腸症1 5例, 潰瘍性大腸炎39例
 肉芽 腫性大 腸炎 1例, 大腸ポリープ2 8例 (家族性大腸ポリ ポー ジス 3例, Pe utz -J eghers
 症候群 1例 を含む ), 大 腸癌2 6例 (ポリー プ癌 4例, 胃癌の直腸転移かよび直 腸癌 の再発各 1例
 を含む )' かよぴ正常対照群と して使用 した大腸疾患以外の患者真3例である。 これらのうち・ 潰
 瘍性大腸炎に ついては, 症状 の有無寿よび大 腸内視鏡所見により, 活動期 と緩解期 に分けて検討 し
 た。 また大腸ポリー プについては, 腺腫、性ポリープ, 絨毛腺腫, 過形成性 ポリープ( La ne ら),
 若年性ポリープ, 家族性大腸ポリポー ジス, 寿よび Peutz-Jeghers 症候群に分類し,それぞ
 れについて検討 したが, さらに腺腫性ポ リーブについて は, 上皮が過 形成性 ポ リープ(Lane ら)
 'のそれに似た性状 を示すもの を便宜上 H型腺腫性 ポリー プと して, 通常の腺腫性 ポリープとは区別
 して検討 した。 さらに, 大腸癌については, ポリープの一部に癌が認められるものを, 胃癌の組織
 学的分類に準じて大腸 ポリー プ癌と して, 通常 の大 腸癌 とは 区別 して検討 した。
 検査 方法:直腸鏡, 東北大式結腸生検器械, 沿よぴ大腸ファイ バースコー プを用いて採取 した大
 腸の生検 組織を使用 したが, 採取 した材料は クリ オス タツ トの急速凍結装置 (約 一30 ℃ ) で凍結
 し・ クリオスタソ トで8μの厚さの連続切片を作り・ 直ちに酵素組織化学的染色を行なった。 酵素
 組織化学的染色法としては, AI、P, AGP にはAzo 色素法, ATPaseには Wa chste in-Me-
 isel 法, SDH, LDH, むよびNADH-dにはNitro-BT 法を用 いた。
 成1績沿よび結論:1) 過敏大腸症では, すべての酵素が正常対照群と同様の酵素活性を示 した。
 すなわち, 過敏大腸症では, 加水分解酵素のうち ALP は主と して毛細血管にのみ 中等度の活 性 を
 示し, AOP は主と して被覆上皮と腺上皮' 匠微弱か軽度の活性を示 し, ATPase は一部の症例に
 夢いて間質, 粘膜筋板, 壽よび粘膜下層の血管にのみ中等度か強度の活性 を示 した。 また脱水素酵
 素のうち SDH は主と して被覆上皮 と腺上皮 に軽度か 中等 慶: の活性 を示 し∫ LDH'とN「ADH-d は




 均等に分布 していた。 2) 潰瘍性大腸炎では, 活動期にはすべての部位で SDH の活性 は著明に
 減弱 していたが, LDHとNADH-d の活性は被覆上皮と腺上皮では増強して参り, しかも 多くは
 腺上皮の腺腔側に強い活性を示 した。 これに対 して, 緩解期には, SDH の活性は被覆上皮と腺上
 皮で は多 くは正常粘膜に比べる と減弱 していたが, 活動期に比べる と増強 していた。 しか し, LDH
 とNADH-d の活性は, 被覆上皮 と腺上皮では活動期と同じか, 多少減弱 して語り, しかも活動期
 とは対称的に多くは被覆上皮と腺上皮の基底膜側に強い活性を示 した。 3) 腺腫性 ポリープと家
 族性大腸ポリポージスでは, SDH, LDH, むよびNADn-d の活性は被覆 上皮と腺上皮では増強し
 て誇り, とく に高度の異型上皮 で構成されている腺 腫性 ポリー プで は異型上皮の 腺腔側 に強い活性
 を示 した。 これに対 して, 柾細胞を多く含む腺腫性ポリー ブでは, 活性は正常粘膜 と同じか, 多少
 増強 している程度で, その細胞内分布もほ y均等であった。 4) しかるに, 過形成性ポリープ
 (Lane ら)とH型腺腫性ポリー プでは, SDH, LDH,むよびNADH-d は被覆上皮 と腺上皮には
 正常粘膜 と同じ程度の活性を示 したが, 細胞内分布はほ y均等であった。 5) 潰瘍性大腸炎の異
 型上皮と腺腫性 ポリー プの異型上皮 とでは SDH は全く 相反 する酵素活性を示 し, また前者 と過形
 成性ポリープ (La ne ら)やH型腺腫性ポリー プの異型上皮 とでも SDH, LD恥 沿よびNADH -d
 は異なった酵素活性を示 した。 したがって, これらの異型上皮は酵素組織化学的には異なったもの
 と考えられる。 6 )大腸癌では, SDH の活性は減弱 し, 1、DHとNADH-d の活性は増強し, しか
 も多くは癌実質の一部に不規則な活性の増強を示 した。 7) ポリー ブ癌については, 癌の部分で
 は大 腸癌 と同様の酵素活性 を示 し, 非癌の部分 では腺 腫性 ポ リー ブと全く同じ酵素活性 を示 した。
 8) なむ, 加水分解酵素のうち, AI、P は主として毛細血管に活性を示 した。 また AGP は主に
 潰瘍性大 腸炎と腺腫性ポリープの被覆 上皮 と腺上皮 に蔚 いて活性の増強を示 し, ATPase は主に
 潰瘍性大 腸炎 の被覆上皮, 腺上皮, かよび間質 と, 腺腫性 ポリー ブの間質 に歩いて活性の増強を示
 した。 しか し, その他の疾患 では加水分解酵素の活性は弱く, 脱水 素酵素の よう な著明な酵素活性
 の変動 を示 すこ とはなかった。
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 審査結果の要旨
 著者は, 生検によってえられた大腸粘膜を用いて, 過敏大腸症, 潰瘍性大腸炎, 大腸ボリーフ,
 かよび大腸癌の病態を知る 目的で, alkaline phospha tase (ALP ), acld phospha t-
ase (A'CP ), adenoslne triphosphatase (ATPase ), succinate de hy(i rogen-
 ase 〔SDH ), 1actate dehyd rogenase(LDH), 沿よび NADH dehydrogenase
 (NADH-d)の各酵素 組織化学的研究を行な っている。 すなわ ち, 東北大学医学部山形内科を
 訪れた外来むよび入院態 者 116例について, 直腸鏡, 東北大式結腸生検器械, および大腸ファ
 イバースコープを用いて大腸粘膜を採取 し、 ALP, ACP にはAzo 色素法, ATPase には
 Wachstein-Meisel法, SDH, LDH, むよびNADH-d にはNitro-BT 法を用い
 て染色 し, 次の結論を得ている。
 1) 過敏大腸症では, すべての 酵素 が正常 対照群と同様の 酵素活性を示 している。
 2) 潰瘍性大腸炎では, 活動期にはすべての部位でSDH の活性は著明に減弱 し, LDH と
 NADH-d の 活性は被覆上皮と腺上皮では増強 し, 多くは腺上皮の腺腔側に強い活性を示し
 ている が, 緩解期には, SDHの活性は被覆上皮と腺上皮では多く は正常粘膜に比べると減弱
 し, LDHとNADH-d の活性は, 被覆上皮と腺.上皮では活動期と同 じか, 多少減弱し, 活
 動期とは対称的に多く は被覆上皮と腺上皮の基底膜側に強い活性を示してい る。
 3) 腺腫性ポリープと家族性大腸ポリポージスでは, SDH, LDH, 沿よびNADH-d の活
 性は被覆上皮と腺 上皮では増強 し, とくに高 度の異型上皮で構成されている腺腫性ボリーブで
 は異型上皮の腺腔側に強い活性を示すが, 細胞を多く含む腺腫性ポリープでは, 活性は正常
 粘膜と同じか, 多少増強している程度で, その細胞内分布もほぼ均等である。
 4) 過形成性ボリーブ(Lane ら) とH型腺腫性ポリープでは, SDH, 1、DH, むよびNADH
 -d は被覆上皮と腺上皮には正常粘膜と同 じ程度の活性を示すが, 細胞内分布はほ y均等である。
 5) 潰瘍性大腸炎の異型上皮と腺腫性ポリー プの異'型 上皮とでは SDH は全く相反する 酵素活性
 を示 し,また前者と過 形成 性ポリープ( Lane ら) やH型 腺腫性ポリー プの 異型 上皮とでも
 SDH, LDH, および NADH-d は異なった酵素活性を示すので, これらの異型上皮は
 酵素 組織化 学的 には異な つた もの と考え られ る。
 6) 大腸癌では, SDH の活性は減弱し, LDHと NADH-dの活性は増強し, 癌実質の一部
 に不規則な活性の増蜂を示 している。
 7) ポリープ癌については, 癌の部分では大腸癌と同様の 酵素活性を示 し, 非癌の部分では腺腫
 性ポ リー プと 全( 同 じ酵素 活性を示してい る。
 したがって, 本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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